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ビ
ル
の
高
さ
が
日
本
一
と
な
る
「
あ

べ
の
ハ
ル
カ
ス
」
が
２
０
１
４
年
３
月

７
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
、

１
９
７
６
年
に
都
市
計
画
決
定
以
降
、
約

35
年
に
わ
た
り
再
開
発
を
進
め
て
き
た
阿

倍
野
金
塚
地
区
と
呼
ば
れ
る
エ
リ
ア
の
開

発
は
、
阪
堺
電
車
天
王
寺
駅
前
駅
の
移
設

と
道
路
拡
幅
工
事
を
残
す
の
み
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
、
エ
リ
ア
開
発
事
業
に
伴
い
変
貌

を
遂
げ
た
“
あ
べ
の
・
天
王
寺
エ
リ
ア
”

の
街
づ
く
り
と
Ｏ
Ｏ
Ｈ
メ
デ
ィ
ア
の
開
発

に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

“
あ
べ
の
・
天
王
寺
エ
リ
ア
”
の
特
徴

　

と
は
い
え
、
阿
倍
野
は
関
西
圏
以
外
の

方
々
、
と
も
す
れ
ば
大
阪
在
住
や
勤
務
さ

れ
て
い
る
方
々
以
外
は
馴
染
み
の
薄
い
存

在
で
あ
り
な
が
ら
、
隣
接
す
る
天
王
寺
と

合
わ
せ
“
あ
べ
の
・
天
王
寺
エ
リ
ア
”
と

呼
ば
れ
、
梅
田
（
キ
タ
）・
難
波
（
ミ
ナ

ミ
）
に
次
ぐ
大
阪
第
三
の
エ
リ
ア
と
し
て
、

大
阪
市
営
地
下
鉄
（
御
堂
筋
線
・
谷
町
線
）

を
は
じ
め
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
（
大
阪
環
状
線
・

関
西
本
線
・
阪
和
線
）、近
鉄
（
南
大
阪
線
）、

阪
堺
電
車
（
上
町
線
）
の
７
路
線
が
乗
り

入
れ
、
１
日
の
べ
70
万
人
以
上
が
利
用
さ

れ
、
利
用
者
の
３
／
４
は
南
大
阪
・
奈
良
・

和
歌
山
方
面
か
ら
来
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
関
西
圏
に
お
い
て
も
京
都
や
三
宮
よ

り
利
用
者
数
が
多
い
エ
リ
ア
で
す
。

“
阿
倍
野
地
区
”
の
開
発
と
街
づ
く
り

　

阿
倍
野
地
区
は
、
梅
田
や
難
波
と
は
異

な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
街
や
繁
華
街
で
は
な
く
、

商
店
街
や
居
住
地
、
路
面
電
車
と
車
、
歩

行
者
が
共
存
す
る
昔
な
が
ら
の
下
町
的
エ

リ
ア
で
し
た
が
、
再
開
発
に
伴
い
道
路
や

居
住
地
の
整
備
、
大
規
模
商
業
施
設
の
誘

致
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
近
鉄
で
は
創
業

１
０
０
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
大
阪
阿

部
野
橋
駅
の
近
鉄
百
貨
店
上
に
「
あ
べ
の

ハ
ル
カ
ス
」
建
設
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
近
鉄
大
阪
阿
部
野
橋
駅

と
Ｊ
Ｒ
天
王
寺
駅
、
大
阪
市
営
地
下
鉄
天

王
寺
駅
を
中
心
と
し
た
半
径
４
０
０
ｍ
以

内
に
近
鉄
百
貨
店
か
ら
駅
ビ
ル
、
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
若
者
向
け
商

業
施
設
、
映
画
館
な
ど
主
な
施
設
が
集
ま

り
、
か
つ
、
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
通
路
の
整

あべのハルカス全景

近鉄大阪阿部野橋駅
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備
が
回
遊
性
を
高
め
、
幅
広
い
層
の
方
々

が
気
軽
に
行
き
来
で
き
る
エ
リ
ア
と
な
っ

て
い
ま
す
。

［
多
彩
な
商
業
施
設
］

　

３
月
７
日
に
開
業
を
迎
え
た
「
あ
べ
の

ハ
ル
カ
ス
」
は
、
ビ
ル
と
し
て
の
高
さ
が

３
０
０
ｍ
で
日
本
一
と
な
る
複
合
ビ
ル
で

す
。
地
下
５
階
、
地
上
60
階
を
有
し
、
最

先
端
の
技
術
で
Ｃ
Ｏ
２
排
出
を
低
減
す
る
構

造
な
ど
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
に
直
結
し
た
街

と
共
に
成
長
で
き
る
存
在
、
か
つ
先
進
的

な
都
市
機
能
を
集
積
し
た
立
体
都
市
を
目

指
し
た
施
設
で
す
。

　

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
の
全
容
と
し
て
は
、

ま
ず
58
階
か
ら
60
階
に
展
望
台
「
ハ
ル
カ

ス
３
０
０
」
が
設
け
ら
れ
、
60
階
は
ガ
ラ

ス
張
り
で
３
６
０
度
の
パ
ノ
ラ
マ
ビ
ュ
ー

で
大
阪
平
野
を
一
望
で
き
ま
す
。

　

38
階
よ
り
上
に
は
マ
リ
オ
ッ
ト
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
提
携
し
、
グ
ル
ー
プ

の
都
ホ
テ
ル
と
の
ダ
ブ
ル
ブ
ラ
ン
ド
に
よ

る
運
営
と
な
る
「
大
阪
マ
リ
オ
ッ
ト
都
ホ

テ
ル
」
が
開
業
し
ま
す
。
高
品
質
の
国
際

的
都
市
型
ホ
テ
ル
を
目
指
し
、
広
め
の
ゲ

ス
ト
ル
ー
ム
設
計
に
よ
る
宿
泊
重
視
と
し

な
が
ら
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

充
実
し
た
付
帯
サ
ー
ビ
ス
施
設
に
よ
り
お

客
様
の
滞
在
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

21
階
か
ら
の
中
層
階
は
オ
フ
ィ
ス
フ
ロ

ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
阪
で
も
有
数
の

広
さ
と
最
先
端
の
設
備
や
サ
ポ
ー
ト
施
設

を
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。

　

16
階
に
は
「
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館
」

が
入
り
ま
す
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
直
上
と
い
う

利
便
性
か
ら
、
芸
術
や
文
化
を
気
軽
に
楽

し
め
る
新
し
い
都
市
型
美
術
館
と
な
り
ま

す
。

　

そ
し
て
、
中
核
テ
ナ
ン
ト
と
な
る
「
近

鉄
百
貨
店
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
近
鉄
本
店
」

は
、
営
業
面
積
と
し
て
は
約
10
万
㎡
と
日

本
最
大
で
、２
０
１
２
年
６
月
に
先
行
オ
ー

プ
ン
し
た
百
貨
店
業
態
の
タ
ワ
ー
館
と
多

彩
な
コ
ン
セ
プ
ト
フ
ロ
ア
を
も
つ
ウ
イ
ン

グ
館
か
ら
構
成
さ
れ
、
新
し
い
売
場
編
集

と
時
間
消
費
型
施
設
を
充
実
さ
せ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
街
「
ハ
ル
カ
ス

ダ
イ
ニ
ン
グ
」
も
日
本
最
大
級
の
営
業
面

積
を
誇
り
、
昼
夜
を
問
わ
ず
来
店
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

第
一
次
商
圏
か
ら
第
三
次
商
圏
ま
で
合

わ
せ
て
６
２
０
万
人
の
商
圏
を
見
込
ん
で

お
り
ま
す
が
、
増
加
す
る
周
辺
の
都
市
生

活
者
に
対
応
す
る「
地
域
密
着
」の
視
点
と
、

周
辺
の
施
設
と
一
体
と
な
っ
た
街
と
し
て

の
魅
力
を
向
上
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
周
辺
の
開
発

も
行
わ
れ
、
大
阪
市
営
地
下
鉄
天
王
寺
駅

の
地
下
通
路
に
は
、駅
ナ
カ
商
業
施
設
「
エ

キ
モ
天
王
寺
」が
２
０
１
３
年
４
月
に
オ
ー

プ
ン
し
、
駅
構
内
が
明
る
く
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
Ｊ
Ｒ
天
王
寺
駅
に
隣
接
す

る
商
業
施
設
「
天
王
寺
ミ
オ
・
プ
ラ
ザ
館
」

も
２
０
１
３
年
３
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
い
、
夜
に
は
壁
面
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
街
を
飾
り
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を

高
め
て
い
ま
す
。

　
「
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
」
開
業
前
ま
で
エ

リ
ア
を
牽
引
し
た
の
が
都
心
型
商
業
施

設
「
あ
べ
の
キ
ュ
ー
ズ
モ
ー
ル
」
で
す
。

２
０
１
１
年
４
月
に
開
業
し
た
同
施
設
は
、

初
年
度
の
売
上
高
は
当
初
年
間
計
画
を
大

幅
に
上
回
り
、
若
い
女
性
に
人
気
の
「
あ

べ
の
１
０
９
」
を
は
じ
め
、
多
彩
な
店
舗

構
成
に
よ
り
、
朝
は
中
高
年
、
昼
は
フ
ァ

ミ
リ
ー
、
夕
方
は
学
生
、
夜
は
会
社
員
ら

が
来
店
す
る
な
ど
、
全
方
位
型
施
設
と
し

て
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
商
業
施
設
に
加
え
、
20
～
30

代
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
店
舗
の
大
規

模
改
修
を
行
っ
た
「
Ｈ
ｏ
ｏ
ｐ
」
や
Ａ
ｂ

ｅ
ｎ
ｏ 

Ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
ｌ 

Ｄ
ａ
ｙ
ｓ
を

キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
都
市
型
商
業

施
設
と
デ
イ
リ
ー
ユ
ー
ス
機
能
の
両
面
を

ハルカス 300（展望台）からの眺望

近鉄百貨店 1F 入口

Hoop
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も
っ
た
商
業
施
設
「
ａ
ｎ
ｄ
」、
２
０
１
２

年
２
月
に
開
業
し
た
ホ
テ
ル
、
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
、
商
業
施
設
な
ど
が
入
っ
た
複
合

施
設
「
あ
べ
の
ｎ
ｉ
ｎ
ｉ
」、
映
画
館
を
有

す
る
「
あ
べ
の
ル
シ
ア
ス
」、
昔
か
ら
の
商

店
街
な
ど
、
様
々
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
楽
し

め
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
が
凝
縮
さ

れ
た
エ
リ
ア
に
な
り
ま
し
た
。

“
あ
べ
の
・
天
王
寺
エ
リ
ア
”
の

Ｏ
Ｏ
Ｈ
メ
デ
ィ
ア

　

こ
れ
ら
の
開
発
は
、
街
の
拠
点
と
な
る

“
駅
”
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

特
に
私
ど
も
の
近
鉄
大
阪
阿
部
野
橋
駅
は

２
０
０
８
年
よ
り
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

が
行
わ
れ
、
地
上
改
札
と
ホ
ー
ム
の
セ
ッ

ト
バ
ッ
ク
に
始
ま
り
、「
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
」

の
建
設
に
伴
っ
た
地
上
改
札
側
の
コ
ン
コ
ー

ス
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
整
備
に
伴
い
、
当
社
で
は
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
の
導
入
に
着
手
し
、
２
０
１
４

年
１
月
よ
り
西
改
札
外
の
自
由
通
路
に
お

き
ま
し
て
、
70
イ
ン
チ
を
21
面
配
し
た
「
あ

べ
の
ハ
ル
カ
ス
前
自
由
通
路
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
」
を
販
売
い
た
し
ま
し
た
。
開
発
に

は
利
用
者
の
動
線
や
目
線
、
既
存
誘
導
サ
イ

ン
と
の
関
係
な
ど
、
様
々
な
要
素
か
ら
検
討

を
重
ね
ま
し
た
。「
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
」
開

業
前
の
当
社
独
自
調
査
に
よ
る
設
置
エ
リ
ア

へ
の
流
入
者
数
は
、平
日
で
約
13
万
８
千
人
、

休
日
で
は
約
14
万
９
千
人
に
の
ぼ
り
、
駅
の

利
用
者
だ
け
で
な
く
、
周
辺
施
設
の
買
い
回

り
客
な
ど
、プ
ラ
ス
α
の
往
来
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
観
点
か
ら
大
阪
阿
部
野
橋
駅

と
大
阪
市
営
地
下
鉄
と
Ｊ
Ｒ
の
天
王
寺
駅

を
結
ぶ
地
下
広
場
に
も
25
面
の
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
を
設
置
し
、「
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
」

の
入
居
テ
ナ
ン
ト
用
と
し
て
運
営
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、「
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
」

の
館
内
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
に
も
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
設
置
し
、「
あ
べ
の
ハ

ル
カ
ス
」
の
情
報
を
中
心
に
発
信
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
阿
倍
野
エ
リ
ア
に
隣
接
す
る
Ｊ
Ｒ

天
王
寺
駅
で
も
駅
の
耐
震
工
事
に
伴
い
、
近

鉄
に
先
駆
け
て
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
上
下
２
段
で
構
成
さ
れ
る

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
で
、
異
常
時
に
は
下

段
に
振
替
輸
送
等
の
情
報
が
表
示
さ
れ
ま

す
。
各
駅
と
商
業
施
設
を
結
ぶ
メ
イ
ン
動
線

に
あ
り
、非
常
に
注
目
度
の
高
い
媒
体
で
す
。

近
鉄
の
「
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
前
自
由
通
路
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
」
と
連
動
さ
せ
る
と
相

乗
効
果
に
よ
り
更
に
高
い
広
告
効
果
が
見

込
め
ま
す
。

　
“
あ
べ
の
・
天
王
寺
エ
リ
ア
”
の
駅
や
各

施
設
を
結
ぶ
通
路
と
し
て
、
昔
よ
り
あ
る
歩

道
橋
も
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。

“
あ
べ
の
”
の
“
ａ
”
を
現
し
た
こ
の
歩
道

橋
に
も
大
型
の
広
告
枠
が
設
置
さ
れ
、
同
エ

リ
ア
の
広
告
主
様
が
掲
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
大
阪
は
“
梅
田
”
と
“
難
波
”
と

い
う
代
表
的
な
エ
リ
ア
に
注
目
が
集
ま
っ
て

い
ま
し
た
が
、“
あ
べ
の
・
天
王
寺
エ
リ
ア
”

の
開
発
と
「
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
」
と
い
う
ビ

ル
の
高
さ
日
本
一
の
話
題
性
に
よ
り
、
注
目

度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
“
あ
べ
の
・
天
王
寺
エ
リ
ア
”
に
来

た
こ
と
が
な
い
、
Ｏ
Ｏ
Ｈ
メ
デ
ィ
ア
を
見
た

こ
と
が
な
い
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
お
声
掛
け

く
だ
さ
い
。
隅
か
ら
隅
ま
で
ご
案
内
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

and

あべのハルカス前自由通路デジタルサイネージ

地下広場のデジタルサイネージ

JR 天王寺デジタルサイネージ
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「開幕！」
理事　冨田　恭史（西武鉄道株式会社）

　

３
月
１
日
、
私
が
心
待
ち
に
し
て
い
る
Ｊ
リ
ー

グ
が
開
幕
し
た
。
Ｊ
リ
ー
グ
は
、
カ
ッ
プ
戦
も

含
め
る
と
、
最
長
で
翌
年
の
１
月
１
日
ま
で
楽

し
め
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
と
言
え
ば
も
っ
ぱ
ら
プ
ロ
野

球
ば
か
り
だ
っ
た
私
は
、
Ｊ
リ
ー
グ
が
ス
タ
ー

ト
し
た
１
９
９
３
年
、『
１
０
０
年
構
想
』
に
衝

撃
を
受
け
、
共
感
し
て
以
来
、
サ
ッ
カ
ー
の
魅

力
に
心
奪
わ
れ
、
今
で
は
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、

応
援
し
て
い
る
チ
ー
ム
の
勝
敗
が
生
活
の
一
部

に
な
っ
て
い
る
。

　

私
が
思
う
Ｊ
リ
ー
グ
の
魅
力
は
、
Ｊ
ク
ラ
ブ

は
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
に
お
い
て
、
地

域
社
会
と
一
体
と
な
っ
た
ク
ラ
ブ
づ
く
り
（
社

会
貢
献
活
動
を
含
む
）
を
行
い
、
サ
ッ
カ
ー
を

は
じ
め
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
及
び
振
興
に

努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
各
Ｊ
ク
ラ
ブ
が
同

じ
目
線
で
活
動
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
一
つ
は

あ
る
と
思
う
。

　

そ
ん
な
Ｊ
リ
ー
グ

観
戦
に
つ
い
て
、
私

な
り
の
楽
し
み
方
を

紹
介
し
た
い
。
私

は
、
浦
和
レ
ッ
ズ
の

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、

数
多
く
の
ゲ
ー
ム
を

観
戦
し
て
い
る
。
ホ
ー

ム
の
埼
玉
ス
タ
ジ
ア

ム
２
０
０
２
は
、
浦
和
美
園
駅
よ
り
２
km
近
く

歩
道
を
歩
く
の
だ
が
、
応
援
す
る
横
断
幕
が
沢

山
掲
出
さ
れ
て
お
り
、
試
合
へ
の
期
待
感
を
高

め
て
く
れ
る
。
ス
タ
ジ

ア
ム
に
到
着
し
『
Ｒ
Ｅ

Ｄ
Ｓ　

Ｗ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｒ

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
』
の
門
を
く

ぐ
る
と
、
様
々
な
お
店

が
出
迎
え
て
く
れ
る
。

試
合
開
始
前
に
は
、
こ

の
場
所
で
ゲ
ー
ム
プ
ラ

ン
に
つ
い
て
、
仲
間
と

勝
手
に
談
議
と
な
る
。

も
ち
ろ
ん
お
酒
付
き
で
！
（
笑
）

　

ス
タ
ジ
ア
ム
に
入
る
と
、
大
応
援
団
が
迎
え

て
く
れ
る
。
こ
の
応

援
団
は
、
い
ろ
い
ろ

な
意
味
で
日
本
一
だ

と
思
う
。（
そ
う
思
い

た
い
！
）
ゲ
ー
ム
中

は
、
応
援
団
に
よ
り

ス
タ
ジ
ア
ム
が
一
つ

と
な
り
、
試
合
終
了

の
ホ
イ
ッ
ス
ル
が
鳴

る
ま
で
、
選
手
の
プ

レ
ー
に
声
援
を
送
り
続

け
る
。
90
分
間
続
く
大

応
援
も
ゴ
ー
ル
し
た
際

の
歓
喜
の
ス
タ
ジ
ア
ム

も
観
戦
の
大
き
な
魅
力

と
言
え
る
。
Ｗ
ｅ 
Ａ

ｒ
ｅ 

Ｒ
ｅ
ｄ
ｓ
！
の

大
合
唱
と
、
勝
利
の
唄

は
、
何
度
観
て
も
鳥
肌

が
立
つ
ほ
ど
で
あ
る
。

　

そ
し
て
ゲ
ー
ム
が
終
了
す
る
と
、
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
の
お
店
で
反
省
会
を
仲
間
と
行
う
。
勝
敗

に
関
係
な
く
ゲ
ー
ム
内
容
に
つ
い
て
盛
り
あ
が

り
次
節
の
勝
利
を
願
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
週
末
を
、
ゲ
ー
ム

の
あ
る
と
き
は
送
っ
て

い
る
が
、
今
年
こ
そ
優

勝
！
と
毎
回
締
め
く
く

る
と
こ
ろ
は
、
お
決
ま

り
の
パ
タ
ー
ン
と
な
っ

て
い
る
。

　

楽
し
み
方
は
、
人
そ

れ
ぞ
れ
あ
る
と
思
う
が
、
一
度
是
非
、
ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
の
Ｊ
ク
ラ
ブ
ま
た
は
、
出
身
地
の
Ｊ
ク

ラ
ブ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

【
Ａ
ｄ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ　

Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
】

　

練
習
場
に
見
に
行
く
と
選
手
が
気
軽
に
サ
イ

ン
を
し
て
く
れ
る
。
そ
の
た
め
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム

が
増
え
て
し
ま
う
。（
苦

笑
）

　

お
気
に
入
り
は
黒
の

20
周
年
ユ
ニ
ホ
ー
ム
。

宝
物
は
、
現
日
本
代
表

キ
ャ
プ
テ
ン
長
谷
部
選

手
の
浦
和
レ
ッ
ズ
時
代

の
サ
イ
ン
入
り
ユ
ニ

ホ
ー
ム
で
す
。

次
回
も
お
楽
し
み
に
。

広 場

これから応援に向かいます

自慢のユニホームコレクション

今日のゲームプランを考えたり…

埼玉スタジアム 2002

いつもよりちょっと多めに反省…

We are Reds!
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ん
で
し
た
。
し
か
し
、
通
年
で
の
総
広

告
費
は
５
兆
９
７
６
２
億
円
、
前
年
比

１
０
１
・
４
％
と
、
２
年
連
続
で
増
加
し
ま

し
た
。

媒
体
別
広
告
費
の
概
要

　

媒
体
別
で
は
、「
テ
レ
ビ
広
告
費
」（
前

年
比
１
０
０
・
９
％
）、「
新
聞
広
告
費
」（
同

98
・
８
％
）、「
雑
誌
広
告
費
」（
同
98
・

０
％
）、「
ラ
ジ
オ
広
告
費
」（
同
99
・
８
％
）

の
「
マ
ス
コ
ミ
四
媒
体
広
告
費
」
は
同

１
０
０
・
１
％
と
微
増
で
し
た
。
ま
た
、「
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
メ
デ
ィ
ア
広
告
費
」
も
同

１
０
０
・
１
％
と
２
年
連
続
で
前
年
を
上

回
り
ま
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
価
値
が
定
着
し

て
き
た
「
衛
星
メ
デ
ィ
ア
関
連
広
告
費
」

（
同
１
０
９
・
６
％
）
と
運
用
型
広
告
が
好

調
の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
費
」（
同

１
０
８
・
１
％
）
は
、
引
き
続
き
堅
調
に
伸

び
ま
し
た
。

業
種
別
広
告
費

（
21
業
種
、
マ
ス
コ
ミ
四
媒
体
の
み
）

　

業
種
別
（
マ
ス
コ
ミ
四
媒
体
）
で
は
、

　

株
式
会
社
電
通
は
、
日
本
の
総
広
告
費

と
、
媒
体
別
・
業
種
別
広
告
費
を
推
定
し

た
「
２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
日
本
の

広
告
費
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

国
内
で
１
年
間
（
１
～
12
月
）
に
使
わ
れ

た
広
告
費
を
、
マ
ス
四
媒
体
に
加
え
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
メ
デ
ィ
ア
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
衛
星
メ
デ
ィ
ア
関
連
の
広
告
媒
体
費

と
広
告
制
作
費
に
つ
い
て
、
媒
体
社
や
制

作
会
社
の
ご
協
力
を
得
て
策
定
し
た
も
の

で
す
。
２
０
１
３
年
の
日
本
の
広
告
費
に

関
し
ま
し
て
、
以
下
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

総
広
告
費  

１
・
４
％
増
、

２
年
連
続
で
増
加

　

２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
１
～
12
月
）

の
総
広
告
費
は
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
効

果
に
よ
る
持
続
的
な
景
気
の
回
復
傾
向

と
消
費
税
増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要
の

影
響
が
出
始
め
た
年
後
半
は
好
調
に
推

移
し
ま
し
た
。
前
半
は
、
高
額
商
品
の

売
れ
行
き
が
良
く
な
る
な
ど
日
本
経
済
は

上
向
き
基
調
と
な
り
ま
し
た
が
、
広
告
費

全
体
の
押
し
上
げ
ま
で
に
は
至
り
ま
せ

「
金
融
・
保
険
」（
前
年

比
１
１
５
・
６
％
：
通

販
型
保
険
商
品
、
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ 

な
ど
が
増
加
）、

「
外
食
・
各
種
サ
ー
ビ

ス
」（
同
１
１
０
・
３
％
：

法
律
サ
ー
ビ
ス
な
ど

が
増
加
）、「
不
動

産
・
住
宅
設
備
」（
同

１
０
５
・
８
％
：
一
般

住
宅
な
ど
が
増
加
）、

「
家
庭
用
品
」（
同

１
０
５
・
５
％
：
ベ
ッ
ド

な
ど
が
増
加
）、「
教
育
・

医
療
サ
ー
ビ
ス
・
宗
教
」

（
同
１
０
３
・
１
％
：
予

備
校
・
学
習
塾
、
病
院
・

医
療
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が

増
加
）
な
ど
21
業
種
中

８
業
種
で
前
年
を
上
回

り
ま
し
た
。
減
少
業
種

は
、「
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ

用
品
」（
同
94
・
２
％
：

オ
ー
デ
ィ
オ
ソ
フ
ト
、

人
形
・
玩
具
な
ど
が
減

少
）、「
官
公
庁
・
団

２
０
１
３
年
日
本
の
広
告
費

株
式
会
社
電
通

ア
ウ
ト
・
オ
ブ
・
ホ
ー
ム
・
メ
デ
ィ
ア
局

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
部

菊
池
　
晴
彦

媒体別広告費（2003 年〜 2013 年）
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体
」（
同
94
・
６
％
：
政

党
・
政
治
団
体
な
ど
が

減
少
）、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

素
材
・
機
械
」（
同
94
・

９
％
：
電
力
、
ガ
ス
な

ど
が
減
少
）、「
流
通
・

小
売
業
」（
同
95
・
０
％
：

大
型
量
販
店
な
ど
が
減

少
）
な
ど
13
業
種
で
し

た
。

日
本
の
経
済
成
長
と

日
本
の
広
告
費

　

２
０
１
３
年
の
名
目

国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
） 

の
伸
び
率
は
プ
ラ
ス
１
・

０
％
で
プ
ラ
ス
成
長
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た

２
０
１
３
年
の
国
内
総

生
産
に
対
す
る
総
広
告

費
の
比
率
は
１
・
25
％

で
前
年
（
１
・
24
％
）

よ
り
上
昇
し
ま
し
た
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

メ
デ
ィ
ア
広
告
費

　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

メ
デ
ィ
ア
広
告
費
は 

２
兆
１
４
４
６
億
円
、

前
年
比
１
０
０
・
１
％
と

微
増
な
が
ら
２
年
連
続

媒体別構成比

で
増
加
し
ま
し
た
。
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
な

ど
の
展
示
会
、
商
業
施
設
に
お
け
る
各
種

媒
体
や
イ
ベ
ン
ト
、
交
通
広
告
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ 

な
ど
の

活
発
化
が
全
体
を
押
し
上
げ
る
要
因
と
し

て
寄
与
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
印
刷
お
よ

び
用
紙
代
の
上
昇
に
よ
り
用
紙
サ
イ
ズ
の

縮
小
が
み
ら
れ
る
「
折
込
広
告
」、
無
宛
名

便
の
市
場
は
拡
大
し
て
い
る
も
の
の
競
争

が
激
し
い
「
Ｄ
Ｍ
」、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広

告
へ
の
移
行
も
み
ら
れ
る
「
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー
・
フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン
」「
電
話
帳
」
が

前
年
割
れ
し
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
メ
デ
ィ

ア
広
告
費
全
体
の
伸
び
率
に
影
響
し
ま
し

た
。

　

交
通
広
告
は
、
２
０
０
４
億
円
、
同

１
０
１
・
５
％
と
４
年
ぶ
り
に
２
０
０
０
億

円
台
に
回
復
し
ま
し
た
。業
種
別
で
は
、「
飲

料
・
嗜
好
品
」「
外
食
・
各
種
サ
ー
ビ
ス
」

（
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
な
ど
）「
教
育
・

医
療
サ
ー
ビ
ス
・
宗
教
」（
語
学
学
校
な
ど
）

「
薬
品
・
医
療
用
品
」
な
ど
が
伸
び
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
は
新
設
・
増
設
が

続
い
て
市
場
が
拡
大
し
ま
し
た
。
特
に
車

内
ビ
ジ
ョ
ン
の
稼
働
率
が
高
く
、
電
車
内

の
ス
テ
ッ
カ
ー
も
好
調
で
し
た
。バ
ス
シ
ェ

ル
タ
ー
は
、
一
部
の
地
方
エ
リ
ア
（
福
岡
・

大
阪
・
名
古
屋
・
広
島
な
ど
）
で
好
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
設
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
稼
働

率
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
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業
部
長
吉
田
英
治
氏
を
お
招
き
し
「
仙
台

駅
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
推
進

に
つ
い
て
」
と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、

出
席
し
た
会
員
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

｢

仙
台
駅
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の

推
進
に
つ
い
て｣

サ
マ
リ
ー

・
仙
台
駅
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
の
工
事
が
昨
年
の
３
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
。

・
仙
台
駅
は
、
東
と
西
の
町
を
分
断
し
て

い
る
位
置
に
あ
る
が
、
今
回
の
再
開
発
を

機
に
東
口
と
西
口
を
大
き
く
、
広
く
つ
な

げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
ひ
と
つ
の
テ
ー

マ
に
し
て
い
る
。

・
完
成
後
の
東
西
自
由
通
路
は
、
大
変
見

通
し
の
よ
い
空
間
に
な
り
、
お
客
様
か
ら

の
認
知
度
が
非
常
に
高
い
大
型
フ
ラ
ッ
グ

の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

・
当
分
の
間
、
工
事
に
よ
り
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
た

い
。

以
上

2011 年〜 2013 年 業種別広告費（マスコミ四媒体広告費）

支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

去
る
１
月
28
日
（
火
）、
仙
台
市
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
仙
台
に
て
平
成
25
年
度
Ｊ
Ａ
Ｆ

Ｒ
Ａ
東
北
支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
総
会
に
は
会
員
17
社
中
13
社
か
ら

26
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

若
生
東
北
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
議
題

の
審
議
に
移
り
、
左
記
の
平
成
26
年
度
事

業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

《
平
成
26
年
度
東
北
支
部
事
業
計
画
》

・
支
部
連
絡
会
の
開
催

・
支
部
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

・
新
規
会
員
の
入
会
慫
慂

・
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実

施・
マ
ナ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

・
東
日
本
大
震
災
４
年
目
を
迎
え
、
復
興

に
向
け
た
さ
ら
な
る
支
援
活
動

２　

支
部
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

同
日
、
東
日
本
旅
客
鉄
道
仙
台
支
社
事

● 

支 

部 

便 

り 

●

東
北
支
部
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い
る
事
で
す
。
費
用
対
効
果
に
つ
い
て

は
ど
う
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
交
通

広
告
の
デ
ー
タ
整
備
に
つ
い
て
は
長
年

の
課
題
で
あ
り
、
な
か
な
か
手
が
つ
か

な
い
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ

の
活
動
の
中
で
、ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

向
上
委
員
会
を
設
置
し
、
関
係
各
所
と

研
究
し
て
頂
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
２
０
１
５
来
年
頃
に
は
様
々
な
形

で
デ
ー
タ
を
整
備
し
て
発
表
さ
れ
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
可
能

に
な
れ
ば
、
お
客
様
を
説
得
で
き
る
材

料
に
な
れ
ば
い
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

渡
辺
副
支
部
長
挨
拶

　

加
峯
副
支
部
長
か
ら
お
話
が
あ
り
ま

し
た
が
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
本
部
で
12
月
６
日

に
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
先

立
っ
て
、
11
月
25
日
に
総
務
・
財
務
委
員

会
が
開
催
さ
れ
理
事
会
で
の
審
議
事
項
・

報
告
事
項
を
ま
と
め
、
そ
の
中
に
デ
ー
タ

の
事
に
関
し
て
の
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ　

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
12
月
号
の
中
で

も
触
れ
て
い
ま
す
が
、
報
告
事
項
に
つ
い

て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

第
１
に
鉄
道
利
用
マ
ナ
ー
啓
発
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
２
０
１
４
年
１
月
か
ら
約

３
か
月
間
実
施
し
ま
す
。
昨
年
は
44
社

に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
は

本
松
」
と
一
緒
に
植
え
ら
れ
て
い
た
松

の
木
を
使
っ
て
彫
ら
れ
た
作
品
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
も
う
ひ
と
つ
最
近
話
題

の
「
な
な
つ
星
ｉ
ｎ
九
州
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
ご
利
用
い
た
だ
い
た
お

客
様
か
ら
大
変
喜
ば
れ
、
感
動
し
た
と

い
う
声
が
多
数
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
こ

と
を
皆
様
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
九
州
が
話
題
に
な
り
、

活
性
化
さ
れ
て
い
け
ば
我
々
の
業
界
も

活
性
化
し
て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
回
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
会

員
の
皆
様
方
と
相
互
交
流
・
親
睦
を
深

め
、
事
業
の
活
性
化
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

加
峯
副
支
部
長
挨
拶

　

交
通
広
告
も
上
期
は
関
東
、
九
州
も

ま
ず
ま
ず
の
実
績
を
収
め
た
よ
う
で
す
。

第
３
―
四
半
期
に
な
っ
て
、
や
や
勢
い

が
衰
え
た
と
い
う
所
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
力
を
合
わ
せ
て
い
い
媒
体

の
開
発
と
販
売
に
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
我
々
が
お
客
様
か
ら
交
通
広

告
の
効
果
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
ま
す
が
、

Ｒ
Ｏ
Ｉ
（
リ
タ
ー
ン
・
オ
ン
・
イ
ン
ベ

ス
ト
メ
ン
ト
／
投
下
資
本
利
益
率
）
は

広
告
の
世
界
で
は
常
に
言
わ
れ
続
け
て

支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

平
成
25
年
12
月
４
日
に
Ｊ
Ｒ
博
多
シ

テ
ィ
10
階
大
会
議
室
に
お
い
て
九
州
支
部

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
薮
内
佐
斗
司
氏
の
作
品
「
和

眼
施
合
掌
地
蔵
」
の
お
披
露
目
式
、
講
演

会
と
池
谷
薫
監
督
に
よ
る
東
日
本
大
震
災

被
災
地
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
先

祖
に
な
る
」
の
鑑
賞
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

支
部
長
並
び
に
副
支
部
長
の
挨
拶
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

水
野
支
部
長
挨
拶

　

本
日
は
お
集
ま
り
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
先
祖
に
な
る
」
は
、
東
日
本
大
震
災

震
災
発
生
後
１
０
０
０
日
を
記
念
し
、

震
災
を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
趣
旨
で
Ｊ
Ｒ
九
州
が
主
催
し
た
も
の

を
皆
様
に
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

併
せ
て
、
薮
内
佐
斗
司
氏
作
「
和
眼

施
合
掌
地
蔵
」
は
、
本
日
博
多
シ
テ
ィ

鉄
道
神
社
の
横
に
設
置
さ
れ
、
お
披
露

目
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
東

日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
「
奇
跡
の
１

そ
れ
に
加
え
中
小
私
鉄
・
地
方
公
営
交

通
40
社
が
参
加
予
定
で
す
。
も
う
１
つ

は
中
身
が
充
実
し
て
き
た
「
地
球
温
暖

化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
次
回
は
さ

ら
に
進
化
を
さ
せ
て
実
施
し
て
い
き
た

い
。あ
と
ま
だ
色
々
あ
る
の
で
す
が
、「
ア

カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
委
員
会
」
は

当
初
、
内
部
で
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
６
月
に
日
本
広
告
業
協
会
と
関
東

交
通
広
告
協
議
会
を
合
わ
せ
て
３
つ
の

団
体
が
協
力
し
「
交
通
広
告
共
通
指
標

策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
発
足
し

ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら
に
他
の
団
体
・

協
議
会
と
も
連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と

が
急
務
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
取
組
ん

で
い
き
ま
す
。

九
州
支
部

九州へようこそ
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３
月
13
日
（
木
）
15
時
30
分
よ
り
、ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
10
Ｆ
大
会
議
室
に

お
い
て
23
名
の
理
事
が
出
席
し
開
催
し
た
。

審
議
内
容
は
以
下
の
通
り

第
１
号
議
案

平
成
26
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

平
成
25
年
度
収
支
決
算
（
見
込
）
お
よ
び

平
成
26
年
度
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
最
終
的
に
は
６
月
11
日

に
開
催
す
る
平
成
26
年
度
第
１
回
理
事
会

及
び
、
６
月
27
日
の
定
期
総
会
に
諮
ら
れ

最
終
決
定
さ
れ
る
。

第
３
号
議
案

定
款
の
変
更
（
案
）
に
つ
い
て

　

前
回
の
理
事
会
で
も
報
告
が
あ
っ
た
と

お
り
、
定
款
15
条
の
２
に
つ
い
て
、
以
下

の
変
更
（
案
）
を
６
月
27
日
の
定
期
総
会

に
諮
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

〇
現
行

・
定
款
第
15
条
の
２

会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
、
そ
の
業
務
を

遂
行
す
る
。

　
　
　

↓

〇
変
更

・
定
款
第
15
条
の
２

会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
、
第
５
条
に
掲

げ
る
事
業
を
遂
行
し
総
括
す
る

平
成
25
年
度
第
３
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た

第
４
号
議
案

　　

新
規
会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て
審
議

が
あ
り
、
次
の
２
社
の
入
会
が
承
認
さ
れ

た
。

正
会
員
（
１
社
）

中
部
支
部

㈱
電
通
名
鉄
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

代
表
者　

伊
藤　

淳
五

所
在
地
：
愛
知
県
名
古
屋
市

賛
助
会
員
（
１
社
）

ア
ッ
プ
ク
ロ
ス
㈱

代
表
者　

北
澤　

淳
一

所
在
地
：
東
京
都
千
代
田
区

　

理
事
、
監
事
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
日

ご
ろ
当
協
会
の
運
営
、
活
動
に
つ
き
ま

し
て
色
々
な
面
で
ご
尽
力
を
賜
り
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
本
日
は

年
度
末
に
向
か
っ
て
の
大
変
お
忙
し
い

中
を
ご
出
席
い
た
だ
き
重
ね
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
開
催
し
ま
し
た
第
２
回

理
事
会
の
場
で
は
、
景
気
が
回
復
基
調

に
あ
り
、
鉄
道
広
告
に
も
フ
ォ
ロ
ー
の

風
が
吹
い
て
い
る
と
や
や
バ
ラ
色
め
い

た
こ
と
を
申
し
上
げ
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
か
ら
３
か
月
が
経
ち
、
年
が

明
け
て
か
ら
世
の
中
の
景
色
、
特
に
経

済
的
な
雰
囲
気
が
変
わ
っ
て
き
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
特
に
最
近
で
は
警
戒

モ
ー
ド
に
入
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
部
分
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
今
週
初
め
に
発
表
さ
れ
た
、

我
が
国
の
１
月
の
経
常
収
支
は
な
ん
と

１
兆
６
千
億
円
と
、
ダ
ン
ト
ツ
で
過
去
最

大
の
赤
字
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
色
々
な

要
因
が
重
な
っ
て
の
こ
と
で
し
ょ
う
が
、

こ
の
ま
ま
で
は
我
が
国
も
双
子
の
赤
字
に

陥
っ
て
し
ま
う
の
で
は
と
懸
念
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
海
外
要
因
で
は
、
新
興
国

全
般
の
経
済
情
勢
の
問
題
は
１
月
か
ら
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
に

な
っ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
や
、
中
国
リ
ス

ク
が
大
き
な
問
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
状
況
の
中
、

我
が
国
で
は
４
月
１
日
か
ら
消
費
増
税
を

迎
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
一
時
的
に
は
景

気
も
悪
化
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
と
ま
あ
、

そ
ん
な
こ
と
を
並
べ
立
て
ま
す
と
大
変
暗

く
な
る
ば
か
り
で
す
の
で
こ
の
辺
に
し
て

お
き
ま
す
が
、
一
方
で
は
我
が
国
の
大
半

の
企
業
は
来
年
度
も
年
度
を
通
じ
れ
ば
、

業
績
拡
大
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
今
の

雇
用
や
賃
金
情
勢
に
も
明
る
さ
が
出
て
き

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
に
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
あ
り
ま

す
し
、
こ
れ
か
ら
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
に
向
け
て
の
具
体
的
な
動
き
も
本

格
化
し
ま
す
。
私
共
、
鉄
道
広
告
に
携

わ
る
者
と
し
て
は
足
元
を
確
か
め
な
が

ら
し
っ
か
り
前
を
見
据
え
て
前
進
し
、

ど
ん
な
状
況
で
あ
っ
て
も
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
に
優
先
的
に
選
択
し
て
い
た
だ
け
る

広
告
媒
体
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
の
理
事
会
で
す
が
、
主
な
議
題

は
来
年
度
の
事
業
計
画
案
と
い
う
こ
と

で
、
公
益
事
業
で
は｢

第
８
回
地
球
温

暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン｣

と｢

第
５
回

マ
ナ
ー
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン｣

の
実
施
、

そ
の
他
事
業
と
し
て
は｢

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
対

応
」、｢

新
し
い
ｅ-

販
促
デ
ー
タ
シ
ス
テ

ム
の
普
及
」、
そ
し
て｢

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ

リ
テ
ィ
の
充
実
・
拡
大｣

な
ど
を
主
要

テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
詳
し
く
は
議
案
書
に
基
づ
い
て
ご

説
明
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
審
議
の
ほ
ど

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
木
会
長
挨
拶
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報
告
事
項
①

第
４
回｢

鉄
道
利
用
マ
ナ
ー
啓
発
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン｣

実
施
状
況

　
１.

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
テ
ー
マ

○
駅
構
内
・
列
車
内
の
テ
ー
マ

　

目
が
不
自
由
な
方
の
転
落
事
故
を
防
ぐ

た
め
、「
ひ
と
声
マ
ナ
ー
」
は
じ
め
よ
う
。

○
列
車
内
の
テ
ー
マ

　

座
席
利
用
マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
、「
ひ
と

声
マ
ナ
ー
」
は
じ
め
よ
う
。

２
．
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
方
針

○
「
ひ
と
声
マ
ナ
ー
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

「
目
が
不
自
由
な
方
へ
の
お
手
伝
い
」や「
席

を
譲
る
」
と
い
っ
た
思
い
や
り
の
ひ
と
声

を
具
体
的
に
例
示

○
鉄
道
事
業
者
と
連
携
し
、
告
知
媒
体
を

拡
げ
、
目
に
触
れ
る
機
会
を
大
幅
に
増
や

す
。

↓鉄
道
利
用
者
に
、「
ひ
と
声
マ
ナ
ー
」
の
必

要
性
を
認
識
し
て
も
ら
い
、
実
際
の
行
動

（
声
か
け
）
に
つ
な
げ
て
い
く
。

３
．
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

２
０
１
４
年
２
月
１
日（
土
）～
４
月
30
日（
水
）

４
．
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
告
知
媒
体

○
駅
貼
り
ポ
ス
タ
ー

Ｂ
１
、
Ｂ
２　

各
２
種

○
車
内
ポ
ス
タ
ー　

Ｂ
３　

２
種

（
印
刷
費
・
発
送
費
は
当
協
会
負
担
）

５
．
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
事
業
者
、
団
体

（
85
社
局
、
２
団
体
）

　

昨
年
ま
で
の
首
都
圏
、近
畿
圏
、中
部
圏
、

札
幌
、
仙
台
、
広
島
、
高
松
、
福
岡
に
加

え
、
本
年
よ
り
中
小
私
鉄
、
地
方
公
共
交

通
の
各
鉄
道
事
業
者
か
ら
も
参
加
が
あ
っ

た
。
今
後
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
た
い
。

報
告
事
項
②

「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
環
境
方
針
ア
ン
ケ
ー
ト
」
実

施
に
つ
い
て

　《
調
査
の
目
的
》

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
会
員
各
社
様
に
お
け
る「
Ｊ

Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
環
境
方
針
」
ポ
ス
タ
ー
掲
出
状

況
、
及
び
環
境
対
策
へ
の
取
組
状
況
の
変

化
を
把
握
し
、
今
後
の
環
境
問
題
へ
の
対

応
に
活
用
す
る
。

　
・
調
査
対
象
者

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
会
員
各
社　

３
２
３
社

・
調
査
期
間

平
成
25
年
12
月
２
日
（
月
）
～
12
月
16
日

（
月
）

・
有
効
回
答
数

90
サ
ン
プ
ル
（
回
収
率　

27
・
９
％
）

・
調
査
方
法

「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
12
月
１
日
号

郵
送
時
に
同
封　

事
務
局
に
て
回
収

　

《
調
査
結
果
》

１
．「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
環
境
方
針
」
ポ
ス
タ
ー

掲
出
状
況

・
現
在
、
社
内
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
出
し
て

い
る
：
27
・
８
％

・
以
前
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
出
し
て
い
た
が
、

今
は
掲
出
し
て
い
な
い
：
36
・
７
％

掲
出
し
た
会
社
は
全
体
の
64
・
５
％
を
占

め
た
。

２
．「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
環
境
方
針
」
策
定
を
契

機
と
し
た
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
変
化

・
環
境
に
対
す
る
意
識
は
と
て
も
高
ま
っ

た
：
３
・
３
％

・
環
境
に
対
す
る
意
識
は
や
や
高
ま
っ
た
：

35
・
６
％

約
４
割
に
近
い
会
社
に
有
効
な
変
化
が
見

ら
れ
た
。

３
．「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
環
境
方
針
」
策
定
を
契

機
と
し
た
環
境
問
題
に
対
す
る
具
体
的
な

取
り
組
み

・
新
た
な
取
り
組
み
が
あ
っ
た
：
11
・
１
％

・
新
た
な
取
り
組
み
は
な
か
っ
た
：
82
・

２
％

新
た
な
取
り
組
み
は
な
い
と
い
う
回
答
が

大
半
を
占
め
た
。

４
．
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
環
境
施
策

・
ク
ー
ル
ビ
ズ
、
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
の
実
施
：

84
・
４
％

・
コ
ピ
ー
用
紙
の
減
量
：
72
・
２
％

・
空
調
温
度
の
抑
制
設
定
や
運
転
時
間
の

短
縮
：
71
・
１
％

　《
今
後
の
取
組
》

　

環
境
委
員
会
と
し
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
基
づ
き
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
議

論
を
重
ね
、
会
員
各
社
が
よ
り
一
層
環
境

対
策
に
取
り
組
め
る
よ
う
施
策
等
を
検
討

し
て
い
く
方
針
で
す
。

報
告
事
項
③

技
術
開
発
委
員
会
の
活
動

　
〇
技
術
商
品
開
発
研
究
会

第
４
回

平
成
26
年
１
月
17
日
（
金
）

（
１
）
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
交
通
広
告
を
連

動
さ
せ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

（
２
）
韓
国
研
修
旅
行
の
報
告
に
つ
い
て

（
３
）
そ
の
他

〇
技
術
商
品
開
発
情
報
交
換
会

平
成
26
年
２
月
21
日
（
金
）

14
時
00
分
～
17
時
00
分

*

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｐ
12
委
員
会
だ
よ
り

技
術
開
発
委
員
会
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
技
術
開
発
委
員
会

平
成
26
年
２
月
21
日
（
金
）

（
１
）
平
成
25
年
度
活
動
概
要
に
つ
い
て

（
２
）
平
成
26
年
度
活
動
計
画
に
つ
い
て

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
交
通
広
告
を
連
動

さ
せ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
検
討

・
進
化
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
と
交
通
広
告
の
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融
合
可
能
性
の
検
討

・
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
関
す
る
情
報

の
共
有
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進

・
そ
の
他
鉄
道
広
告
に
応
用
可
能
な
先
端

技
術
情
報
の
収
集
と
共
有
化

　
以
上
の
テ
ー
マ
で
活
動
す
る
こ
と
が
了
承

さ
れ
た
。

報
告
事
項
④

「
ｅ-

販
促
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ 
Ａ
Ｄ
Ｓ
）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」
進
捗
状
況

　
・
２
月
26
日　

会
長
、
専
務
理
事
、
調
査

研
究
委
員
長
に
対
し
て
プ
レ
ビ
ュ
ー
実
施
、

検
収
。

・
検
収
後
、
リ
ー
ス
会
社
と
契
約
締
結
。

・
３
月
初
旬　

既
存
ｅ-

販
促
会
員
向
け
に

管
理
者
の
選
任
を
依
頼

・
３
月
中
旬　

有
料
各
社
管
理
者
向
け
に
、

Ｉ
Ｄ
発
効
、
ユ
ー
ザ
ー
管
理
依
頼
書
発
送

・
３
月
中
旬　

無
料
会
員
向
け
に
ユ
ー

ザ
ー
管
理
依
頼
書
発
送

・
３
月
下
旬　

東
京
、
大
阪
に
て
説
明
会

を
実
施
予
定

新
名
称
決
定

　

昨
年
10
月
に
会
員
全
体
に
名
称
募
集
の

上
、
ｅ-

販
促
シ
ス
テ
ム
編
集
委
員
会
で
検

討
し
た
結
果
、
次
の
名
称
で
決
定
し
た
。

・
駅
メ
デ
ィ
ア

「Station A
D

 Planner

」

（
旧
シ
ス
テ
ム
名
：「
新
・
駅
ち
ょ
う
さ
ん
」）

・
車
内
メ
デ
ィ
ア

「T
rain A

D
 Planner

」

（
旧
シ
ス
テ
ム
名
：「
中
づ
り
く
ん
」）

今
後
の
課
題

　

新
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
に
と
も
な
っ
て
、

会
員
各
社
に
有
効
活
用
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
有
料
会
員
を
い
か
に
し
て
拡
大

し
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
と
な
る
。

委
員
会
と
し
て
は
拡
大
策
を
議
論
し
て
協

力
し
て
い
き
た
い
。

報
告
事
項
⑤

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
の
進
捗
状
況

　
１
．
実
証
調
査
の
実
施

　

昨
年
の
実
証
調
査
結
果
を
受
け
、
交
通

広
告
共
通
指
標
策
定
に
向
け
、
本
調
査
を

実
施
。

・
調
査
期
間

平
成
25
年
９
月
27
日
～
12
月
20
日
（
25
年

度
分
は
終
了
）

・
調
査
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ

　
＊
25
年
度
の
調
査
結
果
は
平
成
26
年
２
月

以
降
に
ま
と
め
る
。

＊
25
年
度
は
素
材
を
集
め
る
こ
と
で
、
共

通
指
標
は
発
表
し
な
い
。

＊
同
時
に
調
査
し
た「
購
買
行
動
喚
起
」「
車

内
行
動
」
に
関
す
る
調
査
結
果
に
つ
い
て

は
、
平
成
26
年
２
月
28
日
に
、
関
東
交
通

広
告
協
議
会
（
11
社
会
）、
一
般
社
団
法
人

日
本
広
告
業
協
会
と
連
名
で
プ
レ
ス
発
表

を
実
施
。（
別
途
記
載
）

＊
平
成
26
年
度
は
同
様
の
調
査
を
実
施（
調

査
時
期
平
成
26
年
３
月
～
６
月　

４
か
月

予
定
）。

＊
25
年
度
と
26
年
度
の
調
査
結
果
を
合
わ

せ
、
平
成
27
年
３
月
ま
で
に
１
回
目
の
共

通
指
標
作
成
を
目
標
と
す
る
。

２
．「
購
買
行
動
喚
起
」「
車
内
行
動
」
に

関
す
る
調
査
プ
レ
ス
発
表

　

上
記
交
通
広
告
共
通
指
標
策
定
調
査
結

果
か
ら
、「
購
買
行
動
喚
起
」「
車
内
行
動
」

に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
知
見
が
得
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
２
月
28
日
に
調
査
結
果
を

交
通
広
告
共
通
指
標
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
プ
レ
ス
発
表（*

）を
実
施
。

*

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
２
月
28
日
発
表
の

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
参
照
。

３
．
外
部
団
体
へ
の
説
明

①
日
本
ア
ド
バ
タ
イ
ザ
ー
ズ
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ａ
）
へ
の
経
過
報
告

②
日
本
広
告
業
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
Ａ
）
へ
の

経
過
報
告

③
「
電
通
Ｏ
Ｏ
Ｈ 

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ

２
０
１
４
」
で
の
概
要
説
明

４
．
駅
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
実
証
調
査
の

実
施

　

交
通
広
告
交
通
指
標
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
活
動
方
針
の
一
つ
と
し
て「
駅
メ
デ
ィ

ア
調
査
設
計
の
検
討
」
が
あ
り
ま
す
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
東

京
メ
ト
ロ
で
今
ま
で
実
施
し
て
い
る
駅
頭

で
の
調
査
に
つ
い
て
概
要
を
共
有
す
る
と

と
も
に
、
車
両
メ
デ
ィ
ア
と
同
じ
く
ネ
ッ

ト
リ
サ
ー
チ
で
実
施
し
た
場
合
の
調
査
設

計（
案
）な
ど
を
議
論
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

議
論
の
結
果
、
車
両
メ
デ
ィ
ア
調
査
開

始
時
と
同
じ
く
、
デ
ー
タ
検
証
や
調
査
運

用
上
の
問
題
点
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
結
論
に
な
り
、
実
証
調
査
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
車
両
メ
デ
ィ
ア
同
様
、駅
メ
デ
ィ

ア
調
査
内
容
に
つ
い
て
交
通
広
告
共
通
指

標
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
で
検
討
を
重
ね
、

共
通
指
標
の
確
立
に
向
け
て
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

・
調
査
期
間

平
成
26
年
２
月
27
日
～
３
月
７
日

・
調
査
対
象
会
社

Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
東
京
メ
ト
ロ　

２
社

・
調
査
対
象
駅

Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
、
Ｊ
Ｒ
池
袋
駅
、
メ
ト
ロ
表

参
道
駅
、
メ
ト
ロ
秋
葉
原
駅

報
告
事
項
⑥

こ
れ
か
ら
の
予
定

６
月
11
日
（
水
）
13
時
30
分
～

第
１
回
理
事
会

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画　

10
階
大

会
議
室
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編集後記

　

坂
田
英
洋
委
員
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
引

き
続
き
、
講
演
が
行
わ
れ
、
当
日
参
加
さ

れ
た
60
名
を
超
え
る
会
員
の
皆
さ
ま
は
、

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
詳
細
は
左
記
の
通
り

で
す
。

14
時
00
分

開
会
挨
拶

技
術
開
発
委
員
会
委
員
長　

坂
田
英
洋
氏

14
時
05
分

演
題
：

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
展
開

事
例
と
今
後
の
可
能
性
」

講
師
：

ア
ン
ビ
エ
ン
ト
メ
デ
ィ
ア
代
表

一
般
財
団
法
人
最
先
端
映
像
技
術
利
用
推

進
協
会
会
長

一
般
財
団
法
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
協
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

町
田　

聡
氏

・
・
・
15
時
00
分
～
15
時
15
分　

休
憩
・
・
・

15
時
15
分

演
題
：

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
Ｏ
Ｏ
Ｈ
メ
デ
ィ
ア
を

連
動
さ
せ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」

講
師
：

技
術
開
発
委
員
会　

委
員
吉
田　

勝
広
氏

　
16
時
10
分

演
題
：

「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
技
術
開
発
委
員
会

韓
国
視
察
研
修
報
告（*

）」

講
師
：

技
術
開
発
委
員
会

事
務
局　

土
屋　

樹
一
氏

*
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
２
月
号
巻
頭
を
ご
覧
く

だ
さ
い

16
時
55
分　

閉
会
挨
拶

技
術
開
発
委
員
会
副
委
員
長　

望
月　

敏
弘
氏

情
報
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

去
る
２
月
21
日
（
金
）
Ｊ
Ｒ
恵
比
寿
ビ

ル
10
Ｆ
大
会
議
室
に
お
い
て
、
毎
年
恒
例

の
技
術
開
発
委
員
会
主
催
の
情
報
交
換
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

坂
田
英
洋
委
員
長
挨
拶

　

い
つ
も
ご
支
援
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
委
員
会
で
は

毎
年
１
回
情
報
交
換
会
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
本
日
お
話
し
い
た
だ
く
こ

と
は
、
か
な
り
人
気
の
高
い
内
容
で

あ
り
、
皆
さ
ま
も
興
味
の
あ
る
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
鉄
道
広
告
の
価

値
を
高
め
る
こ
と
は
、
皆
さ
ま
の
会

社
の
発
展
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
熱
心
に
お
聞
き
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

委
員
会
便
り

技
術
開
発
委
員
会

６
月
27
日
（
金
）
14
時
00
分
～

定
期
総
会

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
池
袋　

桜
の
間

　

な
お
、定
期
総
会
終
了
後
、臨
時
理
事
会
、

セ
ミ
ナ
ー
（
予
定
）
お
よ
び
懇
親
会
を
開

催
す
る
。

臨
時
理
事
会
：
定
期
総
会
終
了
後

同
ホ
テ
ル
光
の
間

第
１
回
セ
ミ
ナ
ー
：
16
時
00
分
～

同
ホ
テ
ル　

富
士
の
間

講
師
：
未
定

懇
親
会
：
17
時
30
分
～

同
ホ
テ
ル　

富
士
の
間

会
費
：
１
０
０
０
０
円
／
人　

以
上

この号が発行される日から消費税が 8％に値上がりしますと
いうことで、今のうちになにか購入し手置いた方がいいのか
なと考えたのですが（今 3 月です）、なにも思いつかないま
ま無為に日を過ごしてしまいました。多分、しまった !! と思
いながら買い物しそうな予感は必ず当たると思います
そろそろ今年の夏の予定決まりましたか？

●メールと写真、ご意見、ご感想はこちらへどうぞ。
　 information@j-jafra.jp


